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伊
和
の
神
々
と
三
つ
山歴

史
研
究
家
　
岩
井
　
忠
彦

は
じ
め
に
　
　
伊
和
大
神
と
伊
和
里

播
磨
国
一
宮
の
伊
和
神
社
は
、
揖
保
川
上
流
の
宍
粟
市
一
宮
町
須
行
名
に

鎮
座
し
て
い
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
は
、
古
く
は
伊
和
里
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
奈
良
時
代
（
八
世
紀
初
頭
）
に
編
纂
さ
れ
た
日
本
最
古
の
地
誌
『
播
磨

国
風
土
記
』
は
こ
こ
を
播
磨
国
占
め
の
神
で
あ
る
伊
和
大
神
鎮
座
の
地
と

し
、
大
神
や
伊
和
の
神
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
伝
承
を
各
地
で
採
録
し
て
、
今
に

伝
え
て
い
ま
す
。

こ
の
伊
和
神
社
に
は
謎
が
あ
り
ま
す
。
地
形
な
ど
の
制
約
が
な
け
れ
ば
、

神
社
は
南
面
し
て
い
る
の
が
普
通
で
す
。

と
こ
ろ
が
伊
和
神
社
は
、
立
地
上
の
制
約
の
な
い
、
平
野
の
中
央
部
に
鎮

座
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

北
を
向
い
て
い

る
の
で
す
。
な

ぜ
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は
、
伊
和

の
神
々
に
つ
い

て
考
え
る
時
、

避
け
て
通
れ
な

い
問
題
で
す
。

一
　
伊
和
神
社
北
面
の
謎

伊
和
神
社
北
面
の
理
由
は
、
伊
和
神
社
の
正
式
名
称
、
伊
和
坐
大
名
持
御

魂
神
社
か
ら
説
明
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
大
名
持
神
は
、
出
雲
神
話
で
有
名
な

大
国
主
命
の
別
名
で
す
。
だ
か
ら
、
伊
和
の
神
は
出
雲
の
神
だ
っ
た
。
そ
の

た
め
に
、
大
和
政
権
が
播
磨
に
進
出
し
始
め
た
時
、
こ
の
神
々
を
奉
祀
し
て

い
た
伊
和
の
豪
族
は
出
雲
側
に
立
っ
て
抵
抗
し
、
滅
ぼ
さ
れ
た
。
そ
れ
で
神

社
も
大
和
に
背
を
向
け
、
出
雲
を
望
ん
で
い
る
の
だ
、
と
す
る
の
で
す
。

こ
れ
が
定
説
化
し
た
の
は
戦
後
で
、
次
の
よ
う
な
歴
史
学
的
根
拠
に
よ
り

ま
す
。
ま
ず
、
大
和
政
権
は
服
属
し
た
地
方
豪
族
に
前
方
後
円
墳
の
築
造
を

認
め
、
三
角
縁
神
獣
鏡
な
ど
銅
製
鏡
を
与
え
た
。
そ
れ
は
播
磨
で
も
多
数
確

認
さ
れ
て
い
る
が
、
揖
保
川
上
流
域
に
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
伊
和
の
豪

族
の
子
孫
は
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
餝
磨
（
飾
磨
）
郡
伊
和
里
（
姫
路
市
手

柄
山
の
西
南
方
一
帯
）
の
条
に
、
伊
和
の
君
の
一
族
が
こ
こ
に
来
住
し
た
、

と
み
え
る
だ
け
で
、
以
後
歴
史
か
ら
姿

を
消
し
て
し
ま
う
。
こ
の
二
点
で
し

た
。と

こ
ろ
が
昭
和
五
十
七
年
、
伊
和
神

社
東
方
の
小
丘
陵
・
通
称
寺
山
の
頂
上

付
近
で
前
方
後
円
墳
、
伊
和
中
山
１
号

墳
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
に
は
本

格
的
な
調
査
が
行
わ
れ
、
銅
鏡
・
勾
玉

の
首
飾
り
・
鉄
剣
な
ど
、
多
数
の
副
葬

品
が
出
土
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
第
一
の

理
由
は
消
え
ま
し
た
。
ま
た
、
平
安

時
代
末
期
の
保
延
七
年
に
田
原
（
福

崎
町
）
が
荘
園
と
な
っ
た
際
の
「
鳥
羽

播磨国一宮　伊和神社
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院
庁
下
文
案
」
に
、
こ
の
土
地
は
播
磨
国
大
掾
伊
和
豊
忠
先
祖
相
伝
の
所
領

だ
っ
た
、
と
あ
り
、
そ
の
土
地
や
役
職
を
受
け
継
い
だ
六
人
の
子
孫
の
名
も

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
掾
は
国
衙
第
三
位
の
高
官
で
、
大
国
と
さ
れ
た
播
磨
に

は
大
小
二
人
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
飾
磨
郡
伊
和
里
に
来
た
伊
和
君
の

「
君
」
も
、
大
和
政
権
が
地
方
豪
族
に
与
え
た
例
が
多
い
姓
（
か
ば
ね
）
で

す
か
ら
、
こ
れ
と
も
符
合
し
ま
す
。
伊
和
神
出
雲
伝
来
説
は
白
紙
に
戻
り
ま

し
た
。二

　
伊
和
神
は
出
雲
で
は
な
く
播
磨
の
神

と
は
い
え
、
大
名
持
命
と
別
名
同
神
の
出
雲
の
神
、
葦
原
志
挙
乎
命
や
大

汝
命
の
説
話
は『
播
磨
国
風
土
記
』
に
も
採
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
も
、

伊
和
の
神
は
出
雲
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
理
由
が
あ
り
ま
す
。

葦
原
志
挙
乎
命
の
説
話
は
、
天
日
槍
命
が
揖
保
川
尻
に
来
て
住
む
土
地
を

求
め
、
御
方
（
三
方
、
一
宮
町
）
で
決

着
し
て
但
馬
に
去
る
ま
で
に
限
ら
れ
ま

す
。
そ
の
中
で
、
宍
禾
郡
波
加
村
（
波

賀
町
）
の
説
話
に
、
天
日
槍
命
が
（
葦

原
志
挙
乎
命
で
は
な
く
）
伊
和
大
神
よ

り
先
に
着
い
た
、
と
あ
り
ま
す
。
神

前
（
神
崎
）
郡
条
に
は
、
天
日
槍
命
が

八
千
軍
（
八
千
種
、
福
崎
町
）
に
八
千

の
兵
を
集
め
て
、
粳
岡
（
姫
路
市
船
津

町
）
の
伊
和
大
神
と
戦
っ
た
、
と
い
う

説
話
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

伊
和
大
神
と
葦
原
志
挙
乎
命
を
同
一
神

と
す
る
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
新
羅
の
王
子
天
日
槍
が
渡
来
し
、
各
地
を
巡
っ
た
後
但
馬
の

出
石
に
永
住
し
た
、
と
い
う
詳
し
い
記
述
が
『
日
本
書
紀
』
に
あ
り
ま
す
。

天
日
槍
説
話
は
そ
れ
が
播
磨
に
広
が
っ
た
後
に
生
ま
れ
た
、
あ
る
い
は
従
来

の
伝
承
の
神
名
が
天
日
槍
命
に
変
わ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。
葦
原
志
挙

乎
命
説
話
は
揖
保
川
流
域
に
限
ら
れ
、

眷
属
神
も
な
く
、
三
十
近
い
説
話
と

十
五
柱
の
眷
属
神
が
あ
る
伊
和
大
神
と

は
異
な
り
ま
す
。
右
の
よ
う
な
天
日
槍

と
の
接
点
だ
け
で
同
一
神
と
す
る
の
は

無
理
で
、
葦
原
志
挙
乎
命
も
他
の
出
雲

か
ら
の
神
々
と
同
様
に
、
伊
和
神
説
話

の
定
着
後
に
伝
来
し
た
神
格
と
考
え
る

べ
き
で
し
ょ
う
。

大
汝
命
と
伊
和
大
神
の
同
一
神
説

は
、
神
社
の
正
式
名
称
に
よ
り
ま
す
。

し
か
し
、
神
社
の
建
立
が
始
ま
る
の

は
寺
院
よ
り
も
後
の
こ
と
で
す
。
ま

た
、
七
世
紀
後
半
に
神
祇
と
い
う
言
葉

が
『
日
本
書
紀
』
に
現
れ
、
や
や
遅
れ

て
神
祇
官
が
登
場
し
ま
す
。
こ
う
し
て

神
々
の
系
譜
化
が
始
ま
り
、
神
社
の
正

式
名
称
の
統
一
が
次
第
に
地
方
へ
と
進

み
ま
す
。
播
磨
で
初
め
て
天
皇
家
の
祖

先
神
の
名
を
受
け
た
神
社
、
粒
坐
天
照

神
社
（
た
つ
の
市
龍
野
町
）
が
現
れ
る

の
も
こ
の
こ
ろ
で
す
。
住
民
の
信
仰
や

歴
史
的
経
緯
よ
り
も
、
中
央
権
力
の
意

白倉山　伊和神社参道から
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祀
の
場
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
の
平
野
部
は
、
東
を
白
倉
山
、
西

を
高
畑
山
、
そ
し
て
北
を
花
咲
山
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
山
上

に
は
巨
大
な
磐
座
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
三
つ
の
山
は
、
総
称
し
て
伊
和
三
山

と
呼
ば
れ
ま
す
。

伊
和
神
社
は
、
白
倉
山
と
高
畑
山
を
結
ぶ
東
西
線
上
の
ほ
ぼ
中
央
に
、
北

面
し
て
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
春
分
・
秋
分
の
前
後
に
は
、
南
北
に
並
ぶ
神
社

の
間
に
ま
で
陽
光
が
射
し
込
む
の
で
す
。
そ
し
て
北
を
み
れ
ば
、
神
名
備
形

の
花
咲
山
が
あ
り
ま
す
。
伊
和
神
社
北
面
の
理
由
は
、
三
山
と
の
こ
の
よ
う

な
地
理
的
位
置
に
あ
る
、
と
考
え
る
の
が
至
当
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。神

社
の
あ
た
り
で
見
て
い
る
と
、
朝
日
は
白
倉
山
に
昇
り
、
ま
ず
高
畑
山

の
山
頂
が
明
る
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
次
第
に
麓
へ
広
が
る
こ
ろ
、
花
咲
山

の
山
頂
が
陽
光
を
浴
び
ま
す
。
そ
し
て
伊
和
の
里
全
体
が
陽
光
を
受
け
、
朝

が
訪
れ
ま
す
。
そ
の
光
景
に
は
一
種
神
秘
的
な
荘
厳
さ
を
感
じ
ま
す
。
古
代

の
人
々
が
畏
怖
の
念
を
覚
え
、
こ
こ
に
神
を
み
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
。
三
つ
山
は
神
々
の
山
な
の
で
す
。

四
　
伊
和
神
社
の
三
つ
山
大
祭

こ
の
神
社
で
最
も
大
き
な
臨
時
祭
が
、
六
十
一
年
目
ご
と
に
行
わ
れ
る
三

つ
山
大
祭
で
す
。
甲
子
の
年
に
挙
行
さ
れ
る
の
で
甲
子
大
祭
、
ま
た
、
こ
の

時
に
だ
け
神
殿
の
す
べ
て
の
扉
が
開
か
れ
る
の
で
、
三
つ
山
大
祭
御
戸
開
と

も
呼
ば
れ
ま
す
。
三
つ
山
大
祭
の
「
三
つ
山
」
が
伊
和
三
山
に
通
じ
る
こ
と

は
、
も
は
や
述
べ
る
ま
で
も
な
い
で
し
ょ
う
。

三
つ
山
大
祭
に
つ
い
て
は
、
中
世
以
前
の
史
料
が
残
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の

歴
史
の
詳
細
を
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
最
近
で
は
昭
和
五
十
九
年
、
つ

ま
り
四
十
一
年
前
の
甲
子
の
歳
の
、
十
月
十
三
日
か
ら
十
六
日
ま
で
四
日
間

向
を
中
心
に
し
た
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
か
正
式
名
称
の
普
及
は
遅

れ
、伊
和
神
社
の
名
称
も
、九
世
紀
初
頭
の
大
同
元
年
の
「
神
事
諸
家
封
戸
」

で
さ
え
混
乱
が
み
ら
れ
ま
す
。
神
社
の
起
源
も
正
式
称
号
の
誕
生
も
伊
和
神

説
話
の
成
立
よ
り
後
な
の
で
、大
汝
命
は
大
名
持
命
、だ
か
ら
伊
和
大
神
も
、

と
は
い
え
ま
せ
ん
。

伊
和
の
神
々
は
、
出
雲
で
は
な
く
古
代
播
磨
の
神
だ
っ
た
の
で
す
。

三
　
伊
和
神
社
と
伊
和
三
山

改
め
て
『
播
磨
国
風
土
記
』
を
読
み
ま
し
ょ
う
。
伊
和
神
の
説
話
は
し
ば

し
ば
、
磐
座
つ
ま
り
巨
岩
巨
石
が
あ
る
山
や
、
左
右
対
称
に
み
え
る
、
神
名

備
形
の
山
や
丘
が
舞
台
に
な
り
ま
す
。
大
神
の
眷
属
神
、
建
石
敷
命
の
説
話

が
あ
る
神
前
山
（
福
崎
町
）
は
前
者
の
、
大
神
説
話
が
あ
る
粒
丘
（
い
ひ
ぼ

丘
）
に
比
定
さ
れ
る
中
臣
山
（
中
陣
山
、
た
つ
の
市
揖
保
町
）
は
後
者
の
一

例
で
す
が
、
い
ず
れ
も
郡
名
の
起
こ
り
と
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
大
神
の
国

占
め
伝
承
に
も
か
か
わ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
建
石
敷
命
や
石
龍

比
売
な
ど
、
眷
属
神
の
名
の
「
石
」
は
、
神
々
の
磐
座
を
連
想
さ
せ
ま
す
。

伊
和
大
神
が
国
占
め
か
ら
帰
っ
て
「
於
和
、
我
が
美
岐
に
ま
も
ら
む
」
と

言
っ
た
、
と
『
播
磨
国
風

土
記
』
に
み
え
る
伊
和

里
。
揖
保
川
右
岸
に
あ
る

伊
和
神
社
の
御
旅
所
近
く

か
ら
は
、
弥
生
時
代
の
祭

祀
具
の
銅
鐸
（
雲
箇
銅

鐸
）
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
こ
ろ
に
も
、
こ

の
里
が
神
々
の
信
仰
と
祭

花咲山の磐座
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五
　
総
社
の
三
ツ
山
大
祭
へ

こ
の
三
つ
山
大
祭
が
総
社
の
三
ツ
山
大
祭
に
関
連
す
る
こ
と
は
、
江
戸
時

代
の
多
く
の
歴
史
家
や
文
人
の
見
解
が
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

律
令
時
代
の
国
司
は
、
任
国
に
赴
任
す
る
と
ま
ず
、
国
内
の
主
要
な
神
社

に
参
拝
し
ま
し
た
。
神
々
の
代
理
と
し
て
こ
の
国
を
治
め
る
こ
と
を
報
告

し
、
そ
の
加
護
を
祈
る
た
め
で
す
。
し
か
し
当
時
の
交
通
事
情
で
は
、
国
中

を
回
る
の
は
大
変
な
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
、
国
衙
に
近
い
主
要
な
神
社
に

そ
れ
ぞ
れ
を
分
祀
し
て
総
社
と
し
、
そ
こ
で
礼
拝
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
史
料
で
確
認
で
き
る
の
は
、
十
一
世
紀
末
の
承
徳
三
年
、
因
幡
の
国
司

と
し
て
赴
任
し
た
平
時
範
の
日
記
『
時
範
記
』
に
、
着
任
し
て
す
ぐ
に
総
社

に
参
拝
し
た
、
と
み
え
る
の
が
最
初
で
す
。
射
楯
兵
主
神
社
が
総
社
と
な
っ

た
の
も
そ
の
前
後
で
し
ょ
う
。

そ
の
時
、
伊
和
神
社
と
と
も
に
三
つ
山
大
祭
も
伝
え
ら
れ
、
そ
れ
が
三
ツ

山
大
祭
と
し
て
総
社
で
も
継
承
さ
れ
て
い
る
、
と
す
る
先
学
の
指
摘
に
間
違

い
は
な
い
で
し
ょ
う
。

総
社
の
三
ツ
山
大
祭
は
、
最
近
で
は
平
成
二
十
五
年
に
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
多
く
の
人
々
で
に
ぎ
わ
う
門
前
に
立
っ
て
思
い
ま
し
た
。
五
色・二
色・

小
袖
の
三
基
の
置
山
は
、
伊
和
の
白
倉
・
高
畑
・
花
咲
三
山
を
象
徴
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
し
か
も
そ
の
山
頂
の
山
上
殿
を
見
れ
ば
、
観
客
の
目
を

集
め
る
美
し
い
置
山
も
、
伊
和
三
山
同
様
に
神
の
山
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
古
代
播
磨
の
伝
統
は
、
形
や
所
を
変
え
な
が
ら
今
も
生
き
て
い
る
の

で
す
。
社
会
の
変
化
で
氏
子
が
減
少
し
、少
子
化
で
若
年
層
が
少
な
く
な
る
、

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
障
害
が
あ
り
ま
す
が
、
叡
智
を
集
め
て
そ
れ
を

克
服
し
、
こ
の
歴
史
的
文
化
的
な
遺
産
を
後
世
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
、
改
め
て
思
い
ま
す
。

に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
準
備
が
整
え
ら
れ
、
仮
遷
座
祭
や
本
遷
座
祭
が
斎
行
さ
れ
ま

し
た
。
中
で
も
伊
和
三
山
へ
の
遷
座
祭
は
、
伊
和
神
を
考
え
る
う
え
で
も
注

目
す
べ
き
神
事
で
す
。
新
調
さ
れ
た
小
社
殿
を
、
三
山
そ
れ
ぞ
れ
の
山
上
に

あ
る
磐
座
へ
と
運
び
上
げ
る
の
で
す
。
立
木
や
岩
石
な
ど
障
害
物
が
多
い
、

急
勾
配
で
曲
折
が
続
く
山
道
な
の
で
、
多
く
の
人
の
力
や
技
術
が
必
要
で
す

が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
神
々
を
迎
え
る
準
備
が
整
い
ま
す
。
大
神
神
社
（
奈
良

県
桜
井
市
）
は
三
輪
山
そ
の
も
の
が
御
神
体
で
す
が
、
こ
れ
を
み
る
と
伊
和

三
山
は
そ
う
で
は
な
く
、
神
々
が
そ
の
磐
座
に
降
臨
す
る
場
、
と
考
え
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
汚
れ
を
厭
い
清
浄
を
求
め
る
神
々
が
、

神
社
に
常
在
す
る
よ
う
に
な
る
以
前
の
、
始
原
的
な
祀
り
が
偲
ば
れ
ま
す
。

神
々
を
神
の
山
に
迎
え
て
、
大
祭
が
始
ま
り
ま
し
た
。
屋
台
の
練
り
合
わ

せ
・
餅
ま
き
・
傘
踊
り
・
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
普
段
は
静
か
な
町

が
多
く
の
参
拝
者
や
見
物
客
で
沸
き
立
ち
ま
し
た
。
一
方
、
巨
木
の
杜
の
中

の
神
社
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
神
事
が
厳
か
に
斎
行
さ
れ
、
そ
の
節
目
ご
と
に

巨
木
の
向
こ
う
の
三
山
が
遥
拝
さ
れ
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、
三
山

祭
も
行
わ
れ
、
大
祭
に
お
け
る
三
山
の
意
味
の
重
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
伊

和
の
神
々
が
、
伊
和
里
か
ら
播
磨
に
広
が
っ
た
播
磨
由
来
の
神
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
伊
和
三
山
が
神
の
山
で
あ
る
こ
と
が
、
改
め
て
実
感
さ
れ
ま
し

た
。伊

和
神
社
に
は
二
十
一
年
目
ご
と
の
一
つ
山
大
祭
が
あ
り
ま
す
。
最
近
で

は
、
令
和
六
年
十
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
つ
山
は
、
花
咲
山
と
白
倉
山
の

間
の
、
神
名
備
形
で
磐
座
の
あ
る
宮
山
を
指
し
ま
す
。
こ
の
祭
り
も
淵
源
は

明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
中
世
に
盛
ん
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
三
つ
山
大
祭
は
間
隔
が
長
い
の
で
、
前
回
の
経
験
者

が
少
な
く
な
り
、
細
部
の
記
憶
が
失
わ
れ
や
す
か
っ
た
は
ず
で
す
。
結
果
的

に
、
そ
れ
を
補
う
役
割
も
果
た
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
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令
和
六
年
度
　
保
存
会
活
動
報
告

◥ 
令
和
六
年
度
役
員
会
並
び
に

　 
特
別
講
演
会
「
伊
和
の
神
様
と
三
ツ
山
」

�

　
（
令
和
六
年
七
月
二
十
四
日
）

令
和
六
年
度
の
役
員
会
並
び
に

特
別
講
演
会
を
、
播
磨
国
総
社　

総
社
会
館
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

役
員
会
は
、
役
員
三
十
二
名
の

出
席
、
二
十
九
名
の
委
任
状
に
よ

り
開
会
し
ま
し
た
。

田
中
会
長
の
挨
拶
で
は
、「
当

保
存
会
は
一
ツ
山
大
祭
・
三
ツ
山

大
祭
充
実
を
図
り
、
全
国
か
ら
お

越
し
い
た
だ
く
方
々
が
『
楽
し
い

祭
り
』
を
体
験
で
き
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今

ま
で
の
活
動
は
、
つ
く
り
も
の
の

製
作
、
山
に
飾
る
小
袖
の
陰
干

し
、
謡
囃
子
の
復
興
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
小
学
校
三
・
四
年
生
を
対
象
に
、
三
ツ
山
の
玩
具
づ
く
り
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
祭
り
は
次
々
と
世
代
を
超
え
て
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
に
大
祭
の
面
白
さ
嬉
し
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら

い
、
次
の
大
祭
に
は
成
人
と
し
て
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
意
欲

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
姫
路
市
長　
清
元
秀
泰
様
（
当
会
顧
問
）
の
ご
名
代
と
し
て
、

姫
路
市
観
光
経
済
局
局
長　
大
前
晋
様
（
当
会
常
任
委
員
）
よ
り
、
清
元
市
長

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ご
披
露
頂
き
ま
し
た
。

続
い
て
議
案
の
審
議
に
入
り
、
第
一
号
議
案
令
和
五
年
度
事
業
報
告
、
第

二
号
議
案
令
和
五
年
度
収
支
決
算
書
（
案
）
が
説
明
さ
れ
、
一
同
異
議
無
く

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
号
議
案
役
員
改
選
に
つ
い
て
は
、
本
役
員
会
に
際
し
役
員
の
皆
様
か

ら
ご
辞
退
の
お
申
し
出
も
な
く
、
名
簿
の
通
り
役
員
が
決
定
し
た
旨
の
説
明

が
あ
り
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
四
号
議
案
令
和
六
年
度
事
業
計
画
（
案
）、
第
五
号
議
案
令
和
六
年
度

収
支
予
算
書
（
案
）
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
六
年
度
予
算
に
お
い
て
補
助
金
額
が
前
年
よ
り
減
少
し
て
い
る
事
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
宇
那
木
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
よ
り
、
文
化
庁
へ
の

令
和
六
年
度
の
補
助
金
採
択

件
数
が
増
加
し
、
補
助
金
額

の
修
正
指
示
に
よ
る
も
の
と

説
明
が
な
さ
れ
、
一
同
異
議

無
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
会
後
、
午
後
三
時
か

ら
は
特
別
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

講
師
に
、
歴
史
研
究
家　

岩
井
忠
彦
氏
を
お
迎
え
し
、

「
伊
和
の
神
様
と
三
ツ
山
」

の
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
者
は
資
料
を
見
な

が
ら
熱
心
に
聴
講
し
て
い
ま

し
た
。
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◥ 

総
社
で
楽
し
い
夏
休
み
三
ツ
山
つ
く
り
も
の
体
験
会
・

　 

指
導
者
講
習
会講

習
会
（
令
和
六
年
七
月
二
十
九
日
～
八
月
十
六
日
）

体
験
会
（
令
和
六
年
八
月
十
九
日
～
八
月
二
十
日
）　

本
年
は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
三
ツ
山
大
祭
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
お

う
と
三
ツ
山
の
玩
具
づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
や
す
い
夏

休
み
の
開
催
で
、
工
作
の
技
術
の
レ
ベ

ル
を
考
慮
、
ま
た
次
回
の
三
ツ
山
大
祭

の
と
き
に
担
い
手
と
な
っ
て
ほ
し
い
希

望
も
込
め
て
姫
路
市
内
の
小
学
三
年

生
・
四
年
生
を
対
象
と
し
ま
し
た
。

え
か
き
・
も
の
づ
く
り
作
家　
ド
ウ
ノ

ヨ
シ
ノ
ブ
氏
に
、
玩
具
の
設
計
を
し
て

い
た
だ
き
、
保
存
会
の
会
員
の
方
に
指

導
者
と
な
っ
て
も
ら
う
た
め
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
為
の
素
材
づ
く
り
が
始

ま
り
ま
し
た
。
紙
コ
ッ
プ
に
紙
粘
土
を

付
け
山
と
な
る
部
品
を
量
産
し
て
い
き

ま
す
。
や
す
り
が
け
を
し
て
表
面
が
な

め
ら
か
に
な
る
よ
う
に
丁
寧
に
作
業
し

ま
し
た
。
乾
く
の
に
も
時
間
を
要
し
、

た
く
さ
ん
の
山
が
必
要
で
あ
っ
た
た

め
、
準
備
期
間
の
半
分
以
上
が
山
の
製

作
と
な
り
ま
し
た
。
山
の
準
備
が
で
き

た
ら
、
台
車
と
な
る
部
品
を
作
っ
て

い
き
ま
す
。
木
を
切
り
出
し
、
台
と

車
輪
を
作
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に

怪
我
が
な
い
よ
う
や
す
り
が
け
も
忘

れ
ず
に
。

部
品
の
製
作
が
済
ん
だ
講
習
会
最

終
日
は
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
が
玩

具
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
製
作

の
過
程
で
大
人
で
も
難
し
い
点
を
改

善
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
体
験
会
当
日
。
元
気
よ

く
小
学
生
た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。

田
中
会
長
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

小
川
副
会
長
か
ら
三
ツ
山
大
祭
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ド
ウ
ノ
氏

よ
り
作
り
方
と
注
意
点
の
説
明
を
受
け
て
、
玩
具
づ
く
り
ス
タ
ー
ト
で
す
。

ま
ず
は
山
に
色
を
塗
り
分
け
す
る

た
め
の
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
を
貼

り
、
好
き
な
山
か
ら
色
を
塗
っ
て
い

き
ま
す
。
五
色
山
を
塗
る
と
き
は
色

の
順
番
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
み
ん

な
注
意
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
小
袖
山
に
は
思
い
思
い
の
小
袖

を
描
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

次
に
山
上
殿
を
作
り
ま
す
。
向
き

に
気
を
付
け
て
屋
根
を
接
着
。
車
輪

に
車
軸
の
パ
ー
ツ
を
取
り
付
け
、
台

車
に
グ
ル
ー
ガ
ン
で
取
り
付
け
ま
し

6
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◥ 

ボ
ン
ド
で
た
の
し
く
！

　 

夏
休
み
工
作
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞
　

�

白
鷺
小
中
学
校
三
年　
三
和
倫
太
郎
君

夏
休
み
つ
く
り
も
の
体
験
会
に
参
加
し
た
児
童
さ
ん
の
お
母
さ
ん
か
ら
嬉

し
い
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

白
鷺
小
中
学
校
三
年
、
三
和
倫
太
郎
君
が

二
〇
二
四
年
ボ
ン
ド
の
コ
ニ
シ　
第
二
〇
回

夏
休
み
工
作
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞
し
た
旨
の

ご
連
絡
で
し
た
。
倫
太
郎
君
は
当
会
体
験
会

で
も
集
中
力
を
発
揮
し
て
黙
々
と
取
り
組

み
、
次
々
と
作
品
を
仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。

ボ
ン
ド
入

賞
作
品
は
、

コ
ニ
シ
ボ
ン

ド
を
模
し
た

三
ツ
山
が
あ

り
、
そ
の
山

に
は
ボ
ン
ド

を
板
状
に
し

て
一
つ
一
つ

切
り
出
し
て
仕
上
げ
た
小
袖
が
張
り
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ア
イ
デ
ア
と
意
欲
、
根

気
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

八
年
後
の
三
ツ
山
大
祭
で
、
つ
く
り
も
の

製
作
に
参
加
し
て
い
る
事
を
熱
望
し
ま
す
。

た
。
山
と
山
上
殿
を
、
山
と
台
車
を

ボ
ン
ド
で
接
着
し
、
固
ま
っ
た
ら
完

成
！
み
ん
な
お
手
本
と
作
り
方
の
紙

を
し
っ
か
り
見
て
、
手
を
絵
具
ま
み

れ
に
し
な
が
ら
も
集
中
し
て
作
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

玩
具
が
で
き
あ
が
り
、
余
力
が
あ

る
子
に
は
二
つ
目
の
玩
具
づ
く
り
を

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

一
つ
目
は
実
際
の
三
ツ
山
の
色
で

塗
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
二
つ
目

は
自
由
に
色
を
塗
っ
た
り
イ
ラ
ス
ト

を
描
い
た
り
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
自
由
な
発
想
が
見
ら
れ

た
り
、
好
き
な
も
の
が
知
れ
た
り
と
、
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
二
つ

作
っ
た
子
に
は
、
作
っ
た
ど
ち
ら
か

一
つ
を
保
存
会
に
寄
贈
し
て
も
ら
い

一
つ
は
記
念
に
持
っ
て
帰
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

二
日
間
で
姫
路
市
内
の
小
学
生

十
五
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
の
真
剣
に
取
り
組
む
姿
に

大
変
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
体

験
が
九
年
後
の
三
ツ
山
大
祭
の
頃
に

思
い
出
し
て
も
ら
え
た
り
、
活
動
を

手
伝
っ
て
く
れ
た
り
と
、
未
来
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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子どもたちに配布した「三ツ山玩具制作の手引き」子どもたちに配布した「三ツ山玩具制作の手引き」
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◥ 

小
袖
山
に
飾
る
小
袖
の
陰
干
し�

（
令
和
六
年
十
月
九
日
）

小
袖
の
陰
干
し
を
十
月
九
日
に
行
い
ま
し
た
。

ま
だ
暑
さ
残
る
中
、
境
内
に
広
げ
た
シ
ー
ト

の
上
に
色
と
り
ど
り
の
小
袖
を
並
べ
て
い
き
ま

す
。
三
ツ
山
大
祭
の
小
袖
山
に
飾
る
小
袖
を
約

二
〇
〇
領
陰
干
し
で
き
ま
し
た
。

保
存
会
会
長
を
は
じ
め
、
会
員
二
〇
名
程
の

ご
奉
仕
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
一
五
年
の
三
ツ
山
大
祭
に
向
け
て
、
皆

様
か
ら
の
ご
寄
進
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り

ま
す
。

◥ 

姫
路
城
下
に
く
り
だ
す
謡う
た
い
ば
や
し

囃
子�

（
令
和
七
年
一
月
十
四
日
）

　
本
年
で
七
回
目
と
な

る
謡
囃
子
。
総
社
か
ら

飛
び
出
し
に
ぎ
や
か
な

行
列
で
姫
路
城
下
を
練

り
歩
き
ま
す
。

　
姫
路
城
下
に
く
り
だ

し
た
総
勢
一
三
〇
名
余

り
の
謡
囃
子
行
列
。
色

と
り
ど
り
の
衣
装
や
曳

き
物
の
イ
ン
パ
ク
ト
が

◥ 

造
り
も
の
展�

（
令
和
六
年
十
月
一
日
～
十
月
三
十
日
）

保
存
会
の
活
動
の
成
果
を
紹
介
す
る
た
め
に
、「
造
り
も
の
展
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

入
口
か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
り
二
階
へ
到
着
。
扉
が
開
く
と
、
令
和
三

年
制
作
の
大
き
な
天
狗
と
今
年
度
開
催
の
『
総
社
夏
休
み
三
ツ
山
つ
く
り
も

の
体
験
会
』
に
参
加
し
た
小
学
校
三
年
生
＆
四
年
生
の
作
品
が
お
出
迎
え
！　

同
じ
題
材
の
作
品
で
も
そ
れ
ぞ

れ
個
性
が
あ
り
、
来
場
の
方
は

そ
の
違
い
を
じ
っ
く
り
見
て
楽

し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

十
月
六
日
と
二
十
七
日
は
、

「
武
者
・
に
わ
か
な
り
き
り
体

験
♪
」
と
称
し
、
こ
れ
ま
で
に

作
っ
た
鎧
武
者
や
に
わ
か
の
衣

装
を
着
る
体
験
を
実
施
し
ま

し
た
。
鎧
を
着
て
写
真
を
撮
る

方
や
、
に
わ
か
の
帽
子
だ
け
を

か
ぶ
っ
て
み
る
お
子
さ
ん
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
芳
名
帳

に
は
姫
路
・
国
内
の
方
だ
け
で

な
く
、
外
国
人
観
光
客
の
方
か

ら
の
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
、
多
く

の
方
に
保
存
会
の
活
動
を
知
っ

て
も
ら
う
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。
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◥ 

令
和
七
年
度
　
保
存
会
事
業
予
定

一
、
調
査
・
研
究
事
業　
　
　
　
　
会
報
誌
第
十
号
発
行

二
、
研
修
会
・
講
演
会
事
業　
　
　
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
り
も
の
製
作
学
習
会
の
実
施

三
、
会　
議　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
員
会

四
、
そ
の
他
関
連
事
業
行
事
等　
　
小
袖
の
陰
干
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
り
も
の
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謡
囃
子
の
実
施

沿
道
の
注
目
を
集
め
、
地
元
の
方
や
観
光
客

の
方
々
か
ら
声
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
総
社
を
出
発
し
て
か
ら
約
一
時
間
三
十
分

後
に
姫
路
駅
前
へ
到
着
し
ま
し
た
。
午
後
か

ら
は
、
姫
路
駅
北
に
ぎ
わ
い
交
流
広
場
で
の

舞
台
に
て
謡
囃
子
の
ス
テ
ー
ジ
の
番
が
来
ま

し
た
。
ま
ず
は
、
し
ん
き
ひ
か
り
保
育
園
の

園
児
た
ち
と
三
ツ
山
踊
り
保
存
会
で
、
三
ツ

山
踊
り
を
披
露
。
法
被
と
ハ
チ
マ
キ
姿
で
一

生
懸
命
踊
る
園
児
た
ち
に
会
場
も
ほ
っ
こ

り
。
次
に
姫
路
・
城
東
連
の
登
場
で
す
。

鉦
や
太
鼓
の
音
が
響
き
、
三
味
線
と
笛
に

合
わ
せ
て
楽
し
そ
う
に
踊
る
姫
路
・
城
東

連
の
み
な
さ
ん
。
謡
囃
子
の
華
や
か
で
賑

や
か
な
雰
囲
気
が
観
客
の
方
々
や
、
駅
前

を
通
る
方
々
に
も
改
め
て
伝
わ
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
後
の
行
列
に
は
、
園
児
た
ち
も
合

流
し
、
よ
り
賑
々
し
く
総
社
へ
と
練
り
歩

き
ま
し
た
。

　
本
年
も
無
事
に
謡
囃
子
を
実
施
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
謡
囃
子
に
向
け
て
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
氏
子
・
会
員
の
方
々
、
置
塩
城
鎧

工
房
の
方
々
、
し
ん
き
ひ
か
り
保
育
園
の

方
々
、
崇
敬
者
・
関
係
各
位
に
心
に
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

「
悠
久
の
歴
史
を
伝
え
る

播
磨
国
総
社
一
ツ
山
大
祭
・
三
ツ
山
大
祭
」

　
好
評
頒
布
中
！

一
ツ
山
大
祭
・
三
ツ
山
大
祭
の
す
べ
て
が
わ
か
る
こ
の
一
冊
！ 

一
冊
三
〇
〇
円　
播
磨
国
総
社
に
て

悠久の歴史を伝える

播磨国総社一ツ山大祭・三ツ山大祭

播磨国総社一ツ山大祭・三ツ山大祭保存会

平成27年度文化庁文化遺産を活かした地域活性化事業
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